
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

【記事作成者…５年 元山 里莉】 

８/２９（火）に，伊仙町議会議場で，子ども議会がありました。

発表の準備は，５・６年生がみんなで協力して進めてきました。喜念

小学校からは，発表者として，６年生の二人が参加しました。本番前

になると，見ているわたしもドキドキしました。でも，本番では，６

年生二人が，すばらしい発表をしてくれました。みんなで協力をしな

がら準備をして，よかったなと思いました。 

 
 

喜念小学校からの質疑・提案（概要） 

【質疑】 

 地域には空き家が多くあり，草むらになっているところもある。ハ

ブが住み着いている可能性が高く，危険性があると思うが，町として

空き家の草払いについてどのような対策があると考えるか。 

【提案】 

 草払いについては，ポスター掲示による呼びかけが有効と考える。

また，草払いとバザーを融合したイベントを行うことで，草むらの対

策と地域の活性化の両面を推進してはどうかと考える。 

 

 

学校だより 校訓 ≪やさしく かしこく たくましく≫ 

 

 

 

 

教育目標  「ひとみ輝く，喜念心清らっ子を育てる」 

 

 

きむ清らっ子 
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１０月の主な行事予定 

 
３日（火） 身体計測（～５日） 

火災避難訓練事前指導（業間） 

５・６年生陸上練習（義名山にて） 

 ４日（水） 交通安全指導日（平山さん） 

５・６年生陸上練習（学校にて） 

 ５日（木） はこぶっく 

６日（金） 職員読み聞かせ 

      ５・６年生陸上練習（義名山にて） 

９日（月） ノーメディア 

１１日（水） ５・６年生陸上練習（学校にて） 

１２日（木） ５・６年生陸上練習（学校にて） 

１７日（火） ５・６年生陸上練習（義名山にて） 

１８日（水） ５・６年生陸上練習（学校にて） 

１９日（木） ５・６年生町陸上記録会 

      ※ ５・６年生はお弁当が必要 

２０日（金） 職員読み聞かせ 

５・６年生奄美群島日本復帰学習会 

２３日（月） 読書の日･ノーメディア 

２６日（木） 鹿浦小学校研究公開（全教諭出席） 

※ 全学年，給食後，12:40に下校開始予定 

 

☆ １０月中に，事前通知なし火災避難訓練を実施 

「児童の記事」子ども議会 

みんなで，みんなが成長できる喜念小学校 
校長 平山 啓  

 

 ９月１日（金）の始業式にて，２学期に目指すこととして，「みんなで，みんなが成長できる喜念小学校」につい

て話しました。以下は，子供たちに話した内容の概略です。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

みなさんは，「学校ってどんなところ？」って尋ねられたら，どのように答えますか。 

 校長先生は，「学校って，みんなが成長するところ。」って答えます。 

 

 学校では，学習したり遊んだりして，みんなで過ごしていきます。 

 その中で，喜念小学校の１９名全員が成長していかなければいけません。 

 「１８名は成長したけど，１名は成長できなかった」ではダメなのです。 

 全員が，一人残らず成長していかなければなりません。 

 

 では，全員がもれなく成長していくためには，何が必要なのでしょうか。 

 そのためには，「互いに支え合うこと」，つまり「承認」が必要です。 

 

 例えば，「コマが回せた!!」と喜んでいる人がいるとしましょう。 

 その人に対して，「何それ，自慢？」とか「そんなの誰だってできる。」みたいな言葉をかけたらどうでしょうか？ 

 喜んでいた人の気持ちは下を向いてしまいますね。 

 気持ちが下を向いてしまったら，「次もがんばろう」って気持ちがわいてこなくなっちゃいますね。 

 「コマが回せた!!」と喜んでいる人がいるなら，「すごいね!!」「がんばって練習したからだね!!」と声をかけ，一緒

に上向きの気持ちになっていくことが大切ですね。 

 

 こんな言葉があります。 

〇 「口」は，人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。 
〇 「目」は，人のよいところを見るために使おう。 
〇 「耳」は，人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう。 
〇 「手足」は，人を助けるために使おう。 
〇 「心」は，人の痛みがわかるために使おう。 
 どれも，承認をするために大切なことですね。 

 もちろん，自分で自分を認める「自己承認」も大切です。 

  

 さあ，この２学期も，大切にしていくのは「承認」と「自己承認」です。 

 友達にたくさんの「イイね!!」を，そして，自分にたくさんの「イイね!!」を送っていきましょう。 

 そして，「みんなで，みんなが成長できる喜念小学校」にしていきましょう。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

これまでどおり，「承認」と「自己承認」を行いながら，「みんなで，みんなが成長できる喜念小学校」を創り上

げていきます。今学期も，どうぞ，よろしくお願いいたします。 

【入賞おめでとう！】 
 
○ 県児童生徒作文コンクール町審査  
町特選 １年：元岡 駿翔 
〃  ６年：中原 瑠唯（地区審査へ） 

町入選 ２年：松田 碧海 
〃  ３年：米 琉玖斗 
〃  ４年：仲 彩華 
〃  ５年：元山 里莉 

 
〇 大島地区読書感想文コンクール 
町特選 ６年：中原 芽唯（地区審査へ） 
町入選 １年：永田 廉人 
〃  ２年：元岡 乃愛 
〃  ３年：白倉 香ノ丞 
〃  ４年：平山 彩葉 
〃  ５年：元岡 真希也 

 
〇 南日本硬筆展 
日本芸術学園賞 ６年：中原 瑠唯 
 

○ 田中一村記念スケッチコンクール 
入 選 ３年：白倉 香ノ丞 
 

〇 理科に関する研究記録展町審査会 
町入選 ４年：平山 彩葉 
 

〇 大島地区社会科作品コンクール 
 優良賞 ３年：白倉 香ノ丞 

 

 

９/２３（土）に，喜念公園にて，喜念集落彼岸祭・敬老会が行わ

れました。４年ぶりの開催となった本会には，多くの敬老者の皆様・

地域の皆様が御列席になり，温かく和やかな雰囲気の中，久しぶりの

開催を皆で楽しみました。 

喜念小学校児童も，地域の一大イベントに花を添えるため，二つの

演目を披露させていただきました。演目の一つは，運動会での創作表

現「ハピネスマイル」です。そして，もう一つは，喜念スピニングト

ップス（喜念こまクラブ）による「こま回し披露」です。敬老者・地

域の皆様からは，温かい拍手・御声援をたくさんいただき，素晴らし

い時間を共有することができました。 

 

彼岸祭・敬老会 


